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すでに天保 13 年 12 月 11 日の図解帳（和算）に名前が見えるが、家訓書作成後に代替わりがあり、
定次郎が 2代目「佐野屋佐兵衛」を名乗ったとみられる。同人は文政 10 年（1827）生まれ、20 歳頃
に相続したことになる。嘉永 1年（1848）に名古屋東田町三浦伊兵衛長女つな（天保 3年（1832）生）
と結婚し、安政 2年（1855）に長男定次郎（のち 3代目佐兵衛）が、万延 1年（1860）に次男鋤三郎
が誕生した。隠居は明治 10 年（1877）4 月であり、役所に戸主交代の願いが提出され、3代目佐兵衛
に引き継ぐ。
　3代目は明治 11 年に名古屋赤塚町児玉嘉助姉すずと結婚し、明治 13 年長男嘉一が、明治 24 年には
次男貞治が誕生したが、明治 27 年離縁となる。この間、明治 17 年には体調不良から戸主を退き、母
親つなと交代する。佐兵衛は主税町 80 番地に転居し、書画・骨董などを扱う古物商を開店する。
　つなは明治 33 年 3 月 6 日まで戸主にあるが、この間、書類上は長男佐兵衛を名目上の代理人とす
る段階、金森喜七・鈴木芳太郎などが代理人を勤める段階、孫である貞治を世子としてつなが代理人
を務める段階（明治 31 年 7 月 12 日、貞治は廃嫡となり、鋤三郎の養子となる。No62-15）、そして、
明治 31 年には伊藤又七家へ養子に出ていた鋤三郎が復籍し、つなの代理を務める段階があり、書類
上の署名者などが各段階でそれぞれ変化するが、無年号文書の年代特定の上で一つの目安となる。
　復籍した鋤三郎は、明治 31 年 7 月 10 日に名古屋長堀町荒川清九郎娘きく（明治 9年 3 月 2 日生）
と結婚するが、明治 39 年 11 月 23 日に亡くなり、兄（3代目佐兵衛）の次男貞治が戸主となる。同人
は明治 24 年生まれ、15 歳で家を継いだことになる。大正 9年（1920）10 月、千種町加藤金次郎三女




　初代佐兵衛（文政期頃～弘化期）、2代佐兵衛（弘化期～明治 10 年）、3代佐兵衛（明治 10 年～明
治 17 年）、4代つな（明治 17 年 10 月 6 日～明治 33 年 3 月 6 日）、5代鋤三郎（明治 33 年 3 月～明治










　すなわち、明治 6年（1873）6 月時、2代目佐兵衛は第 1大区 6小区相生町 3丁目 9番地（No46-98）
に店を構えたが、明治 10 年 4 月の文書では第 1区相生町 3丁目旧 9番地新 41 番に地番変更となる。
－6－ －7－
　居屋敷・製造所などの地番変更をまとめると次の通りである。
　相生町旧 3丁目 9番地　　→新 38 番～ 41 番迄屋敷建物
　相生町旧 3丁目 8番地　　→新 37 番屋敷
　相生町旧 3丁目 24 番地　→新 163 番・229 番・230 番屋敷
　なお、明治 8年 7月には、相生町 3丁目 9番地家作建物を表間口 8間通 3戸に仕切って借家に転用
した。また、長短期的に複数の屋敷地、店舗・製造場を所有する状況も見られる。さらに居屋敷の移
動もある。明治 10 年に 3代目佐兵衛は、新番 41 番屋敷に居住した（No62-12）が、明治 21 年（1888）
12 月 28 日のニーラ溜製造見込石数減届では、相生町 44 番戸に移った。その後、明治 25 年 6 月の所
得金高届では、名古屋市相生町 49 番戸渡辺つなとある（No41-13）が、明治 27 年 12 月 17 日の地所
建物書入借用金証券では住所を尾張国名古屋市相生町 44 番戸渡辺つなとする（No48-17）。なお、店
舗・製造所と居屋敷はこれも分離を確認できる。同家の主要な製造場所は、上記の番地とは異なり、「名
古屋区相生町 3町目 17 番地　製造場醤油製造人渡辺つな」（明治 18 年）とする文書が多数を占める。
　明治 38 年 3 月 27 日には、土地建物売渡證文（相生町 3丁目 18 番宅地 74 坪）では、本家名古屋市
萱屋町 2番戸中村与右衛門が名古屋市相生町 3丁目 17 番地を渡辺鋤三郎へ売却する。当時、3丁目
17 番地には、製造所を有したわけであり、その隣の土地を本家から入手したことになる。







から、1. 町役人、2. 御用、3. 内方、4. 店方、5. 家の 5つの文書群に編成できると考えられた。それ
ぞれの構造と内容は次の通りである。
1. 町役人
　幕末期、2代目佐兵衛は鉄砲塚町の町代を勤めた。関係する文書件数が 11 件、年代は上限元治 1年













　本文書群の件数は 20 件、年代は上限元治 1年（1864）、下限明治 8年（1875）である。御用は臨時
の務めに関わるものを対象として、文書を 2.1. 町奉行所御用達、2.2. 国産御用掛のもとに編成した。
　2.1.町奉行所御用達では 1. 任免など、2. 軍用金、3. 帰田金、4. 御備講金の機能の柱を見出し、文書個々












を宣言したことで継続不可能となり、翌明治 5年 2月限りで停止となっている。2.1.4. 御備講金も、そ
の詳細は不明であるが、藩に関する無尽金と考えられる。
　2.2. 国産御用掛は、明治 4年の廃藩置県以前尾張藩が独自に導入した方策の一つであり、本文書群









　3. 内方に関する文書群は、総件数 314 件、年代上限は文政 1年（1818）（内容年代は明和 8年）、下










の明和 8年（1771）から文化 11 年（1814）11 月にかけての土地取得状況が記される。明和期に須ヶ
口村に土地を求め、文化期には丸の内に土地を求めているが、後の渡辺家の活動と繋げて理解するこ
とが課題である。
　3.2. 金銭貸借に関する文書は、数量が 165 件、この上限は天保 2年（1831）、下限は明治 38 年である。
3.2.1. 貸与、3.2.2. 藩士貸、3.2.3. 借入、3.2.4. 訴訟、3.2.5. 書状、3.2.6. その他に編成したが、件数が多い









　3.4. 金銭授受は、対象となる文書 9件、時代は明治期である。ここには 5.6. 家計、4. 店方以外の金銭
授受関係文書を編成した。
　3.5. 金銭勘定は、対象となる文書 12 件、いずれも無年号であるが、明治期のものが大半と思われる。
店方・家計などとは一緒にしにくいものを収めた。なかには目的そのものが不分明なものも見られた。





　3.7. 地主経営は、3.7.1. 土地譲渡、3.7.2. 掟米に編成した。対象となる文書は 14 件、その大半が明治
15 年（1882）の文書である。渡辺家がどのような経緯から地主経営に乗り出すのか、未確認であるが、
明治 15 年頃の成立と推定される「三河国挙母村長興寺村内所持地地券書上帳」（No51-8）によれば、





象年代は天明 5年（1785）～昭和 30 年（1955）、数量は 980 点、とくに幕末から明治 40 年代の文書
が良く残っている。店方での商売は焚味噌を中心に複数に見られるため、商売ごとに 4.1. 焚味噌商、








えたものと見られ、天保 13 年（1842）3 月に導入される尾張藩の株仲間解散との関連も考えられる。
対象文書の上限は天明 5年（1785）、下限は昭和 30 年（1955）である。4.1. 焚味噌商に関する文書は、
その活動に関わり、4.1.1. 経営・資本、4.1.2. 焚味噌組合、4.1.3. 役所関係、4.1.4. 資産・資金、4.1.5. 店卸帳、
4.1.6. 取引、4.1.7. 出入・裁判、4.1.8. 勘定、4.1.9. 製造、4.1.10. 奉公人・職人、4.1.11. 諸活動、4.1.12. 書
状に編成した。
　このうち 4.1.1. 経営・資本は、1. 本家関係、2. 店・社屋、3. 分店に編成した。1. 本家関係は、点数 12 点、











らなるが、他でも触れるが居屋敷・製造所などは 4.1.3. 役所関係のうちの届・願や、5.3.1. 相続などに
それぞれの目的から存在するので合わせて参照願いたい。
　3. 分店は、明治 18 年（1885）から同 39 年（1906）の文書 6 点を編成した。明治 18 年の 2 件の新
規営業届は尾張国中嶋郡萩原村酒井民次郎方借請営業、同郡一宮村内伊東仙十郎扣家借請規営業に関
するもの、明治 28 年には伊藤家に養子に出た 2代佐兵衛の次男鋤三郎が醤油味噌塩酢 4種を取扱う
分店支配人を勧めることに関する文書、さらに明治 39 年 11 月の小栗分店開店に関わる文書を収めた。
同家が様々な形で営業の拡大を計っていたことがわかる記録といえる。
　4.1.2. 焚味噌組合は、1. 年行司、2. 廻状、3. 交際、4. 取決、5. 会社に編成した。点数は 130 点、上限








































　4.1.4. 資産・資金は、対象年次が明治 14 年（1881）～ 19 年、数量は 7件。会社借入金関係、売上仕
入駄賃など勘定書、醤油醸造関係道具類、商物保有高総勘定などを編成した。
　4.1.5. 店卸帳は、焚味噌商に関わる現在品の勘定帳であり、6月と 12 月、年 2 回勘定がなされた。
現存する文書は明治 23 年（1890）～ 41 年、数量は 12 件である。
　4.1.6. 取引は、1. 仕入・注文、2. 送り状、3. 仕切、4. 値段、5. 支払、6. 通帳、7. 預札、8. 取引札に編
成した。対象件数は227件、年代は慶応3年～明治39年である。このうち1.仕入・注文は120件、2.送









である。数量は 71 件。8. 取引札も同様に使途は不明であるが、取引に関わる番号札であると考えここ
に編成した。数量は 16 件である。
　4.1.7. 出入・裁判は、明治 23 年の車力による商品横領、明治 27 年の商品代金未納に伴い相手を訴え
たことによる裁判記録などからなる。件数 10 件である。
　4.1.8. 勘定は、1. 売上、2. 諸勘定、3. 正金・札金に編成した。数量は 139 件、対象年次は明治 12 年～
45 年である。売上の勘定書や諸勘定のなかには、メモ的なものも少なくない。また、正金・札金とし
て編成した紙片もその利用目的は不明であり、断簡のようでもある。
　4.1.9. 製造には、22 件の文書を編成した。年代は文政 12 年（1829）～明治 28 年（1895）、製造秘伝書、
原料関係、仕込み、諸道具に関するものなどを収めた。




　4.1.11. 諸活動は、1. 丸屋幸八、2. 笹屋又左衛門と編成した。1. 丸屋幸八は件数 4件、上限は天保 3
年（1832）、下限は明治 5年（1872）である。丸屋幸八（近藤幸八）は江戸時代に藩の御表具師を勤
め、明治 5年には味噌溜商売のための平商鑑札の交付を願う。現存する文書 4件のうち 3件は御表具
師に関するものである。これらが渡辺家に伝来した理由は特定できなかった。また、2.笹屋又左衛門は、
明治 5年～明治 10 年にいたる笹屋の味噌醤油などの売掛金請取帳である。東田町笹又、笹又出店な
どと文書にあり名古屋東田町に出店していたものと考えられるが、これらの文書が渡辺家に伝来した
理由については明らかに出来なかった。
　4.1.12. 書状は、焚味噌商に関することが明らかな書状 16 点を置いた。5. 家 7. 交際 4. 書状に関連す
るものが含まれることが予想される。合わせて参照されたい。
4.2. 綿商
　渡辺家における綿商に関する経営文書は件数 54 件、年代は天保 5年（1834）～明治 10 年（1877）














　渡辺家は、焚味噌や綿商の他に 4.3.1. 肥料商・4.3.2. 茶碗屋・4.3.3. 古物商を行った。




　4.3.2. 茶碗屋は文書件数 2件。「茶わん屋株買入之覚」（No46-9）によれば、天保 12 年（1841）7 月、
佐野屋佐兵衛は茶碗屋に関わり大曽根万屋善九郎が所持していた瀬戸物本業染附株札を買入れてい




　4.3.3. 古物商は文書件数 12 点。明治 28 年（1895）12 月 10 日付けで古物営業願が鍋屋町警察署長宛






　本文書群の年代は上限が天保 2年（1831）、下限が明治 44 年（1911）、件数は 669 件である。文書
群は 5.1. 家屋普請、5.2. 家政、5.3. 家族、5.4. 冠婚葬祭、5.5. 教育教養、5.6. 家計、5.7. 交際、5.8. 信仰、
5.9. 衛生、5.10. 諸活動、5.11. 乳母奉公、5.12. 日記、5.13. 物品からなる。なお、家族の諸動向は商売
の許可や届けなどに関わり、経営文書の中にも散見する。略系図作成のための基本的情報もそれらに
よっている（例えばNo37-1-5 ～ 8 など）。
　5.1. 家屋普請は文書件数 9件、年次は明治 21 ～ 39 年であるが、無年号のものも多い。建材・建具
購入や建物維持に関わると見られる職人手間に関するものなどからなる。






年次は天保 2年（1831）～明治 31 年（1898）である。ここには渡辺家の戸主の交代などに伴う役所










結果ではなかろうか。5.3.3 諸動向は件数 4件、対象年代は明治 22 年から明治 44 年である。家族の諸
動向や同家に居留した人々に関する文書などからなる。なお、居留者のなかには商売関係のものが含
まれることも考えられる。5.3.4 書状には親族間における書簡を配した。件数 12 件、無年号のものが
大半である。
　5.4. 冠婚葬祭は件数 44 件、年次は文久 3年（1863）～明治 39 年（1906）である。親族を中心に渡辺
家が拘わった冠婚葬祭に関する文書を祝事、仏事に分けて編成した。






　5.6. 家計は、5.6.1 買物と 5.6.2 支払に編成した。総件数 185 件、年次は天保 7年（1836）～明治 31
年（1898）であるが、無年号のものが多くを占めるため、この年限に止まることを意味するものでは
ない。5.6.1 買物は名古屋での買物の領収書・買物品書上等からなる。婚礼などに関連したものや家普
請などの金銭請取なども一部含まれる。件数は 154 件である。5.6.2 支払は、料理屋・人力車・船賃な
どの支払いに関係するものであり、件数は 31 件である。
　5.7. 交際は、5.7.1 贈答、5.7.2 寄付、5.7.3 交流、5.7.4 書状からなる。総件数 256 件、記年号の文書に










　5.10. 諸活動は、件数 32 件、年限は安政 5年（1858）～明治 29 年（1896）、商売などには収まらな
い諸活動に関する文書を配置した。































　・『新修名古屋市史』第 3巻（平成 11 年 3 月、名古屋市）
　・『新修名古屋市史』第 4巻（平成 11 年 3 月、名古屋市）


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































明治 25年度 129.00.0 82.00.0 5.00.0 42.00.0
明治 26年度 125.61.0 80.20.0 5.00.0 44.01.6
明治 27年度 306.20.0 260.20.1 5.00.0 40.00.0
明治 28年度 310.21.5 270.21.5 40.00.0
明治 29年度 354.35.0 295.37.0 3.98.0 55.00.0
明治 30年度 346.47.2 280.05.1 7.05.0 59.56.7
明治 31年度 362.02.2 353.97.9 8.04.7
明治 32年度 370.15.5 361.29.5 8.86.0
明治 33年度 492.99.2 486.42.3 6.56.9
明治 34年度 440.89.2 436.45.8 4.43.4
明治 35年度 405.39.7 401.57.2 3.82.5
明治 36年度 317.48.4 303.08.4 14.40.0
明治 37年度 422.38.7 284.38.7 18.00.0 120.00.0
明治 38年度 440.73.2 259.23.2 150.00.0 18.00.0 13.50.0
明治 39年度
明治 40年度 342.56.0 300.80.0 20.16.0 21.60.0
明治 41年度
明治 42年度 515.88.0 350.00.0 136.80.0 29.08.0




















合計 味噌 醤油 塩 合計
土 地 建 物
に属する分
造 作 そ の




明治 23年度 7476.65.4 6670.70.0 805.95.4
明治 24年度 7885.19.9 2971.42.9 4457.14.4 456.62.6
明治 25年度 7555.96.9 2786.97.1 4180.45.5 588.54.3
明治 26年度 7163.78.7 1767.92.3 4735.31.9 660.54.5
明治 27年度 6233.89.5 1539.31.8 4310.26.8 384.30.9
明治 28年度 6290.13.5 1378.45.2 4487.78.2 423.90.1
明治 29年度 7431.05.0 1617.75.5 5280.03.1 533.26.4 7
明治 30年度
明治 31年度 14408.24.9 11275.11.6 3133.13.3 88.20.0 84.00.0 4.20.0 7
明治 32年度 14209.18.7 3225.16.4 88.20.0 84.00.0 4.20.0 7
明治 33年度
渡辺鋤三郎
17203.33.7 3722.52.6 99.75.0 95.00.0 4.75.0 7
明治 34年度 16500.00.0 3500.00.0 122.60.9 116.07.7 5.83.9 7
明治 35年度 15232.99.0 3197.58.6 124.69.0 118.75.0 5.91.4 7
明治 36年度 14014.14.7 2983.33.4 141.54.0 134.80.0 6.74.0 7
明治 37年度 12961.64.0 3276.16.1 144.90.0 138.00.0 6.90.0 7
明治 38年度
渡辺貞治
12639.71.4 3357.84.7 144.90.0 138.00.0 6.90.0 6
明治 39年度 10870.46.4 3724.05.5 144.90.0 138.00.0 6.90.0 6
明治 40年度 10997.23.1 4042.81.6 150.00.0 142.50.0 7.50.0 6
明治 41年度 6000.00.0 6000.00.0 150.00.0 5
明治 42年度 8000.00.0 6000.00.0 180.00.0 6
明治 43年度 8999.31.3 4045.24.4 210.00.0 6
明治 44年度 7791.20.0 3861.39.3 240.00.0 4
大正 1年度 9655.87.5 4851.72.6 240.00.0 6
大正 2年度 8283.59.7 4719.15.0 240.00.0 4
大正 3年度 8330.52.0 4544.88.0 240.00.0 4
大正 4年度 6988.00.6 4032.34.6 240.00.0 4
大正 5年度 8042.00.0 3957.00.0 362.00.0 4
大正 6年度 8226.00.0 4375.00.0 448.00.0 4
大正 7年度 8356.00.0 4977.00.0 448.00.0 4
大正 8年度 10662.00.0 6876.00.0 584.00.0 4
大正 9年度 9190.00.0 7161.00.0 584.00.0 3





















倉庫 2階 4ヶ所 极木 7
釜場 2ヶ所 台輪 1
槽場 1ヶ所 層 4
納家 1棟 釜蓋 2
塩廏 1ヶ所 受桶 1
井戸屋形 1ヶ所 カツキ桶 4
庇 4ヶ所 カスリ 1
掛出 1ヶ所 半役 5
製造に属せざる分
居宅 1棟 小詰桶 2
倉庫 2棟 水嚢 3
掛出 2ヶ所 フンシ 3
雪隠 2ヶ所 水通シ 3
醤油製造諸器械
桶数 101 樽 1
烙印セシ分
槽 1 締ノ木 1
男柱 1 樋 1




試シ桶 11 釜 3
挑桶 1 鎧竹 1
擔桶 4 掛石 13
杓 9 甑簀 2
櫂 1 カマス 10
垂レ桶 1 莚 300
臼 2 2
杵 4 簀 10
2 箕 3
木鍬 7 火箸 2
漏斗 3 火計 1
楷子 17 塩廏 5ヶ所
簀板 1 釜 1
出典：「明治十九年醤油製石検査簿」（No.38-2）
－21－









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































仮(金17円50銭受取書)　中村太郎吉→渡辺佐兵衛様 (明治)16年3月22日 小切紙･1通 28-390







































































































































































































































































































































































































証(金50円預り証文)　渡辺佐兵衛(印)→児玉嘉助殿 明治12年11月4日 小切紙･1通 28-745



































































































































































































































永楽講十四会目当日出入覚(4月7日講員掛金覚) (4月7日) 横折紙･1通 56-2





證(報酬金150円受取書)　三浦伊兵衛→渡辺鋤三郎殿 明治35年9月20日 竪紙･1通 50-5
記(金9円受取書)　三浦伊兵衛→荒川外之助様 (明治)35年12月9日 小切紙･1通 50-11




記(栄盛社の割戻し支払に付)　栄盛社代庄七→渡辺君 8月17日 横切紙･1通 28-645
記(銀貨5円引替手数料受取)　銭屋三十郎(印) 11月15日 小切紙･1通 28-653
記(金銭受取)　三州屋佐吉(印)→渡辺佐兵衛様 12月9日 横切紙･1通 28-650









覚(金銭2両余勘定添書) 8月22日 横切紙･1通 28-638













































































































































































































































































































































































































































































演舌ニ而(組合入用費返却分勘定つき書状) 12月4日 横切継紙･1通 28-87



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(溜預り証､1升分)　(印文｢鉄砲町佐野屋佐兵衛｣) 申5月 小札･1点 68-14
(戌年分溜預り証)　(印文｢鉄砲町佐野屋佐兵衛｣) (戌年1月～極月) 小札･44点 68-15



































































































































































記(金7円80銭書上) 辰3月20日 小切紙･1通 28-318
記(溜･味噌代金勘定書上)　堀田店→渡辺つな様 巳6月 横折紙･1通 28-720









































































































(正金･札金など勘定覚) 9月17日 小切紙･1通 28-319
(正金･札金など勘定覚) 9月30日 小切紙･1通 28-320
(正金･札金など勘定覚) 12月 小切紙･1通 28-321
(正金･札金など勘定覚) 12月14日 小切紙･1通 28-322
(正金･札金など勘定覚) 11月4日 小切紙･1通 28-323
(正金･札金など勘定覚) 11月7日 小切紙･1通 28-324
(正金･札金など勘定覚) 11月10日 小切紙･1通 28-325
(正金･札金など勘定覚) 9月6日 小切紙･1通 28-326
(正金･札金など勘定覚) 7月20日 小切紙･1通 28-327
(正金･札金など勘定覚) 9月13日 小切紙･1通 28-328
(正金･札金･銭勘定覚) 8月7日 小切紙･1通 28-329
鉄砲塚町渡辺家文書　4.店方/1.焚味噌商/8.勘定/3.正金･札金
－72－ －73－
(正金･札金など勘定覚) 12月2日 小切紙･1通 28-330
(正金･札金など勘定覚) 11月25日 小切紙･1通 28-331
(正金･札金など勘定覚) 11月16日 小切紙･1通 28-332
(正金･札金など勘定覚) 8月12日 小切紙･1通 28-333
(正金･札金など勘定覚) 10月6日 小切紙･1通 28-334
(正金･札金など勘定覚) 9月21日 小切紙･1通 28-346
(正金･札金など勘定覚) 9月22日 小切紙･1通 28-347
(正金･札金など勘定覚) 9月25日 小切紙･1通 28-348
(正金･札金など勘定覚) 9月19日 小切紙･1通 28-349
(正金･札金など勘定覚) 9月 小切紙･1通 28-350
(正金･札金など勘定覚) 10月4日 小切紙･1通 28-351
(正金･札金など勘定覚) 10月2日 小切紙･1通 28-352
(正金･札金など勘定覚) 9月27日 小切紙･1通 28-353
(正金･札金など勘定覚) 10月11日 小切紙･1通 28-354
(正金･札金など勘定覚) 10月13日 小切紙･1通 28-355
(正金･札金など勘定覚) 12月9日 小切紙･1通 28-356
(正金･札金など勘定覚) 11月14日 小切紙･1通 28-357
(正金･札金など勘定覚) 11月11日 小切紙･1通 28-358
(正金･札金など勘定覚) 11月5日 小切紙･1通 28-359
(正金･札金など勘定覚) 11月9日 小切紙･1通 28-360
(正金･札金など勘定覚) 8月9日 小切紙･1通 28-361
(正金･札金など勘定覚) 7月29日 小切紙･1通 28-362
(正金･札金など勘定覚) 7月29日 小切紙･1通 28-363
(正金･札金など勘定覚) 8月10日 小切紙･1通 28-364
(正金･札金など勘定覚) 7月31日 小切紙･1通 28-365
(正金･札金など勘定覚) 8月3日 小切紙･1通 28-366
(正金･札金など勘定覚) 8月1日 小切紙･1通 28-367
(正金･札金など勘定覚) 8月5日 小切紙･1通 28-368
(正金･札金など勘定覚) 8月4日 小切紙･1通 28-369
(正金･札金など勘定覚) 8月11日 小切紙･1通 28-373
(正金･札金など勘定覚) 10月23日 小切紙･1通 28-371









































































































































































































































(醤油製造高取調の件通知につき書状)　第6区戸長 7月24日 小切紙･1通 28-387































































































































































































































































覚(実綿10本勘定) 寅1月28日 横切紙･1通 28-644















































(品代金請取)　(やま新)→(まるさ)様 1月 横切紙･1通 28-526
覚(返金30両受取)　銭新→佐兵衛様 2月晦日 横切紙･1通 28-637
















































(肥物貸金等書立) 1月1日～5月25日 横切紙･1通 28-427
(肥物売掛覚､春分) 2月6日 小紙･1通 28-247
(小泉庄二分肥物売掛覚) 5月15日 小紙･1通 28-248
(肥物売上覚､奥へ渡し分) 6月17日 小紙･1通 28-250
(肥物売掛覚､又船廻渡し分) 7月12日 小紙･1通 28-249













































覚(壷代金受取書)　柏屋三左衛門→さのや佐兵衛様 11月22日 小切紙･1通 28-202
記(八戸壷代金ほか納入)　嘉平→旦那様 11月23日 小切紙･1通 28-517







































記(板瓦･和竹など入札額覚)　伊藤五郎吉(印) 2月14日 横切継紙･1通 28-218
記(大工手間代受取)　大工報一→さの屋様 3月30日 小切紙･1通 28-279




































































































































譲状之事(家屋敷など3ケ所譲渡証文下書)　庄兵衛 (天保5年8月) 竪紙･1通 76-7


































































































































































































































































































覚(金5両受納)　法蔵寺納所(印)→佐のや佐兵衛様 丑11月20日 横切紙･1通 28-698









































































胼(詠歌)　渡辺鋤三郎 明治3年庚午仲秋日 半･1冊<8丁墨> 27-1






















(封筒､和歌関係)　方副(印文｢石黒陸介｣)→佐野屋様 8月23日 封筒･1点 27-9




































































覚(酒さのや様金2両遣し) 丑5月23日 横切紙･1通 28-342







記(杉代金仕切)　八なや佐兵衛→佐野や佐兵衛様 寅11月 小切紙･1通 28-155


























覚(織物代金受取)　織田屋文助→渡辺佐兵衛様 巳霜月晦日 横切紙･1通 28-700
覚(白ふさ代金受取)　山形や平助→佐兵衛様 巳11月 小切紙･1通 28-241











覚(髪結など代金受取)　鏡屋平兵衛→佐野屋清兵衛様 午2月 横切継紙･1通 28-298














記(氷ほか代金1円余受取)　井政→佐の屋定様 午12月 横切継紙･1通 28-601


















覚(筋光など代金受取)　柏屋庄八→上 2月5日 小切継紙･1通 28-300













覚(染物代金受取)　松崎屋伝六→佐野屋佐兵衛様 2月11日 小切紙･1通 28-688
覚(手拭など代金受取)　大ひしや松太郎→上 2月11日 横切継紙･1通 28-689
覚(打ひも代金受取)　柏屋庄八→佐野屋様 2月11日 小切紙･1通 28-707
覚(品代金1貫250文受取)　くまのや小三郎→佐野屋様 2月18日 小切紙･1通 28-410
覚(竹代金ほか勘定)　石ウす清兵衛→佐野屋佐兵衛様 2月晦日 小切紙･1通 28-630
記(京物4半など代金2円48銭皆済)　河内屋喜八 2月 横切継紙･1通 28-469
覚(白4袋指ほか〆165匁代金6匁6分書上)　よし田 2月 小切紙･1通 28-498








記(御酒ほか代金2円15銭受取)　清兵衛→上 3月26日 横切紙･1通 28-428







覚(鍄代金勘定)　美濃屋甚助→新蔵様 4月11日 小切紙･1通 28-690







記(大46人ほか計178円10銭書上)　桶甚→佐野屋様 4月30日 横切紙･1通 28-482





























記(鉄など量書立)　中川→上 8月2日 横切紙･1通 28-274
記(代金24円受取書)　(印文)｢大嘉新廓常磐町旭棲｣→上 8月2日 小切紙･1通 28-404




記(てつじかし金62銭受取)　中川→上 8月6日 横切継紙･1通 28-465
記(酒代1円余)　(印文｢中茶屋｣) (8月10日) 小札･1点 68-19

















覚(金50疋ほか受納)　養念寺納所→佐野屋佐兵衛様 9月19日 小切紙･1通 28-741





















覚(さかな他代金1円4銭2厘書上)　三朝楼→上 10月 小切紙･1通 28-478
(付箋) 11月1日 小切紙･1通 28-339



















(女帷子など代金案内状)　小舟丁→相生町様 11月20日 横切継紙･1通 28-271




覚(白砂糖代金受取)　おかしや長兵衛→佐野屋佐兵衛様 11月22日 小切紙･1通 28-493











記(御酒他代金60銭受取)　(新廓若宮)清々楼→上 12月 横切紙･1通 28-314
覚(白砂糖代金受取)　丸や庄兵衛→佐野屋佐兵衛様 12月 小切継紙･1通 28-723
覚(御湯代金受取)　子源→上 1日 横切紙･1通 28-441
(着物の寸法伺いなどにつき書状)　善七→佐兵衛様 8日 横切継紙･1通 28-739












































































































記(酒代など受取)　河内屋弥助→佐野屋佐兵衛様 卯6月 横切継紙･1通 28-294
















記(酒宴代20円余勘定)　相生→渡辺様 午12月 横切紙･1通 28-546




覚(此花代金1両余受取)　小玉屋左兵衛→上 1月21日 竪切紙･1通 28-715
記(料理など代金受取)　清兵衛→定様 4月8日 横切継紙･1通 28-263
記(料理など代金受取)　清兵衛→上 5月 横切紙･1通 28-262
覚(料理など代金受取)　鈴楼→上 7月3日 横切紙･1通 28-310
記(料理など代金受取)　福岡→上様 8月8日 横切継紙･1通 28-307
記(料理など代金受取)　三国楼→上 10月9日 小切継紙･1通 28-309
記(御酒など代金勘定)　本月(印)→上 10月 小切継紙･1通 28-306
記(料理など代金受取)　神風楼→上 12月7日 横切継紙･1通 28-303
記(料理など代金受取)　神風楼→上 12月11日 横切継紙･1通 28-304
記(料理など代金受取)　神風楼→上 12月14日 横切紙･1通 28-305















































































































(クダ返納につき書状)　成文→晋敬君 1月1日 横切継紙･1通 28-154
(明日大野有無の件につき書状)　子賢→晋敬君 1月5日 横切紙･1通 28-84






(黍一俵ほか進呈につき書状)　キヨス→渡辺庄兵衛様 1月11日 横切継紙･1通 28-162









































(来訪願につき書状)　酒井弟鋤三郎→渡辺佐兵衛様 2月19日 横切継紙･1通 28-225
(呉詣氏初七日寺参り欠席につき書状)　子賢→晋敬君 2月20日 横切継紙･1通 28-177




(新守芝居同伴願の件につき書状)　しの→おりきさま 2月24日 横切紙･1通 28-86





















(褒賜につき書状)　道平→遅賀敬君 3月 横切紙･1通 28-145




















(古油町芝居行開催につき書状)　岱谷→定次郎君 4月7日 小切継紙･1通 28-51
(夜分にため金子預りにつき書状)　清兵衛→佐野屋様 卯月7日 横切継紙･1通 28-740







(雨中ぶらつきの件につき書状)　館斉恭→祐弘雅兄 4月15日 横切継紙･1通 28-122
(山行の件につき書状)　豊造→渡辺君 4月16日 横切継紙･1通 28-105














(きりぼし戴き礼状)　奥田内→渡辺おつな殿 4月 横切継紙･1通 28-115







(伯母サマ来訪につき来訪願旨書状)　→相生町様 5月12日 横切紙･1通 28-166







(廉肴1尾進上につき書状)　中邨太郎→渡辺佐兵衛様 5月20日 横切紙･1通 28-60
鉄砲塚町渡辺家文書　5.家/7.交際/4.書状
－100－ －101－
(御暇乞につき書状)　政順→佐兵衛様 5月25日 横切紙･1通 28-131
(山左一件手違いにつき書状)　キタ様→庄七様 5月28日 横切紙･1通 28-49




















(扇子返却につき書状)　正三郎→渡辺定次君 6月18日 横切紙･1通 28-85














覚(金2両受取書)　小汐屋文吉→佐野屋佐兵衛様 7月13日 小切紙･1通 28-536
(うどん粉進呈につき書状)　キヨス→渡辺佐兵衛様 7月19日 横切継紙･1通 28-167












口述(中元受取につき礼状) 7月 横切紙･1通 28-565















(廻り機織を作造につき書状)　児玉→渡辺殿 8月26日 横切継紙･1通 28-210

























(帰宅の節来訪願につき書状)　ます→渡辺様 9月16日 横切紙･1通 28-79



































(集会に御返事につき書状)　山十七→佐兵衛様 9月29日 横切紙･1通 28-666





























(来訪伺につき書状)　蕩晴山人(子賢)→晋敬雅兄 10月20日 横切紙･1通 28-159
(1日お隙き願につき書状)　清兵衛→善七様 10月21日 横切紙･1通 28-56




























(黒塚始の件につき書状)　甚兵衛→晋敬雅兄 11月21日 横切継紙･1通 28-107




(拾野集冬ノ部借用願につき書状)　道平→渡辺雅兄 11月末 横切紙･1通 28-647
(四観音免上下借用につき書状)　道平→晋敬雅君 11月 横切継紙･1通 28-550
口上(嘉次郎同道にて来訪願)　佐兵衛→松野公 11月 横切継紙･1通 28-553




















































(恰野集秋ノ部拝借願につき書状)　てつ→おさたさま 5日 小切紙･1通 28-64
(書懸けの書類返納につき書状) 5日 横切紙･1通 28-90


















(清洲へ御出につき伺状)　てつ→御まささま 17日 横切紙･1通 28-229







(俗用にて御供参り失敬につき書状)　小僧→若旦那様 19日 横切紙･1通 28-158
(写信鏡借用願につき書状)　鉄三郎→定次郎様 20日 小切継紙･1通 28-585









(儀事所へ出頭につき書状)　次郎太→鉄佐 26日 小切紙･1通 28-67




(包紙の料紙問合せにつき伺状)　庄七→渡辺様 新30日 横切紙･1通 28-92



























































































































記(伊勢参宮掛金他267円94銭預りにつき) 寅2月8日 横折紙･1通 28-386




































































































































































































































































　本文書群の件数は 60 件、対象年代は、上限が文政 4年（1821）、下限が明治 31 年（1898）である。




　1.1.1. 大福帳は、後掲 2.1.4. 大福帳に編入した「大福帳」とは性格が異なり、青木家における経営全体
の総勘定的な帳簿である。大口の貸金、各新田の作徳、延店、塩店、大付込、家賃などの収入、新田
諸入用などを記録したもので、青木家の経営の全体像を示すものである。文書は文政 4年（1821）～天














　本文書群の件数は 150 件、対象年限は上限が文政 13 年（1830）、下限が大正 3年（1914）である。





































俵につき 1ヶ月 1厘宛であった。2.1.14. 貫目改は、着荷した塩の貫目を検査した際の記録である。











尾張の延商では、大豆・綿も商いの対象としていたが、天保 9年（1838）～天保 11 年の延店の経営状
況を記録した「多濃味」（№ 198）によれば、青木家でも、同様であったことが判明する。
















式会社では、昭和 40 年に社史『名塩小史 - 名塩食品三百五十年史』（編集人株式会社報道春秋社、発
行者青木信樹、非売品）を発行している。同家所蔵と思われる近世～近代の文書も一部、掲載している。





















































































































































































































































































































































( 大船 )町内之内 300 州崎屋住居




( 大船 )町内之内扣 135 知多与住居
土地
常盤新田・松陰新田・真執新田 1270
25 町 3反 17歩、但し 1反あた
り 5両ずつと見積り
安政 4 年 7 月 215 両分知多屋
与七へ譲渡
西蜆村 1500
年々作徳 70 石、4 升 6 合引と
見積り
三稲新田之内扣 2100







熱田新田之内中川四五弐番 850 作徳年々 34 石
株
塩株代 50 小川屋甚介より譲受の分 *2
合計 10550
出典 :「永宝記」（安政 4年春吉日、№ 191）より作成
＊1 「永宝記」は安政 4年以降の資産異同を加筆している。
＊2  嘉永元年、小川屋甚介の塩問屋廃業に伴う株仲間増大を防ぐため、知多屋・野村屋・古金屋の 3 人が共同出
資で株を購入する。（『名塩小史』）
－116－ －117－



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年　　　代　　延暦 23 年（804）～明治 33 年（1900）
数　　　量　　230 点



































　本文書群は件数 227 件、対象年代は上限が延暦 23 年（804）、下限が明治 18 年（1885）である。そ
の大半は茜部相嘉に関わる書物であるが、中でも、諸国郷帳や地名の抜書き本など、地誌的な書物が
多い。かかる資料群形成の背景としては、国学者である相嘉の学問的関心が大きいが、さらに、相嘉
の在世時、尾張藩では『尾張志』（天保 3年〈1832〉）、『尾張名所図絵』（天保 12 年〈1841〉）の刊行、
嘉永 1年（1848）には、地誌編纂のため領内から村絵図を提出させるなど、一大文化事業として地誌
関連事業が盛んに行われており、かかる文化的土壌が影響したことも考えられる。
　1.1. 著作は件数 20 件、対象年代は上限が天保 12 年（1841）2 月、下限が天保 13 年（1842）2 月で
ある。相嘉の著作の詳細は、後掲表を参照されたいが「延喜式物名類聚」「雅言集」「古事記伝追継考




　1.2. 編著は件数 28 件、対象年代は不明である。尾張、難波、美濃、信濃、越後、摂津、大和国など
の旧地名を考証したものである。「大日本惣国擬風土記草稿」（№ 16）、「地理誌」（№ 18）などもここ
に収めた。
　1.3. 地名等抜書本は件数が 46 件、対象年代は年代が判明するものに限られるが天保 12 年（1841）
のものがある。万葉集や日本紀、源氏物語などの古典や、諸国の地名や和語を抜書したものが中心で
ある。これは勿論、相嘉の国学者的関心に基づく、地名や和語の考証より成立したものであり、その
成果は 1.1. 著作や 1.2. 編著に反映されている。
　1.4. 尾張国内他絵図は件数 11 件、対象年代は不明である。「蕣園翁旧地名考按図」との上書のある
封筒に一括して保管されており、その表題より既述の各国地名考に関連する絵図類であることが明ら
かである。内容は、尾張国内の部分図 5枚、木曽・長良川辺の絵図 2枚、奥羽・出羽・越後・蝦夷辺
り絵図 3枚、伊豆半島周辺沿岸の絵図 1枚の計 11 枚で、一部、彩色である。
　1.5. 諸国郷帳写は件数 62 件、対象年代は上限が寛文 7年（1667）、下限が元禄 15 年（1702）である。
ただし、対象年代は郷帳の原本が作成された年代であり、のちに相嘉が書写したものであることはい
うまでもない。内容は、全国 68 か国の郷帳の書写本で、目録 1冊、武蔵国 4冊、陸奥国 5冊、若狭














　本文書群の件数は 3件、対象年代は年代のわかるものは明治 33 年（1900）3 月 18 日である。2.1. は
明治 23 年（1890）年茜部相嘉厚海が書写した「書博士伝年中行事頭書」（№ 168）、2.2. は明治期に茜
部與理刀宛に進呈された細井平洲著「松島紀行」（明治 33 年〈1900〉刊、№ 30）、2.3. は明治 43 年
（1910）茜部頼敏が幕末勤王家の和歌を編纂した「大和魂」（№ 158）である。
茜部家文書の整理方針














年報』№ 4、1985 年）、渡部淳「元禄郷帳徴収について」（『海南史学』№ 24、1986 年）がある。
記 述 日　　2010 年 12 月 10 日（担当種村威史）
－134－ －135－
表　茜部相嘉著作
№ 書名 著者 成立年代 数量 所蔵機関
1 延喜式物名類聚 茜部相嘉／山科元幹 2冊 大阪府
2 雅言集 茜部相嘉 （「国学者伝記集成」による）
3 槿拮論 茜部相嘉 天保12年 1冊 国文学研究資料館、東北大学狩野文庫（「桔梗考」の内、茶図竹柏（自筆）
4 古事記伝追継考付録 茜部相嘉 安政6年 1巻 無窮神習（玉簏 266）、相模女子大学図書館
5 古事記伝補遺 茜部相嘉 （「国学者伝記集成」による）
6 古事記補遺 茜部相嘉 名古屋鶴舞図書館
7 七道説 茜部相嘉 国文学研究資料館
8 蕣園雑記 茜部相嘉 国文学研究資料館
9 高橋氏文考疑 茜部相嘉 安政6年 宣長記念館
10 日本紀補遺 茜部相嘉 （「国学者伝記集成」による）
11 封物御尋且御答之一巻 茜部相嘉 安政5年 名古屋鶴舞図書館
12 水内神社続考 茜部相嘉 名古屋鶴舞図書館
13 和名抄国郡類字集 茜部相嘉 宮内書陵部（大勢古万蔵写）
14 陸奥五十四僻論 茜部相嘉 国文学研究資料館
－134－ －135－











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































日本国風三　(久志本常著､寛延2年１2月度会神主経麻写) 寛延2年 半･1冊<60丁墨> 41-3































































































































































































































































































































































川原欠新田にはさまれた土地で、与蔵という人が開墾し、享保 11 年（1726）検地を受けた。高 24 石
余、この田畑 2町 2反余。延享 5年（1748）辰新田高 1石 2 斗余が開墾される。与蔵山新田全体の戸
数 4、人口 29。明治 11 年（1878）12 月 28 日、森津新田と合併して森津村となった。
　本文書群の件数は 142 件、対象年代は上限が享保 11 年（1726）、下限が明治 3年（1870）11 月であ
























惣百姓中に発給され、庄屋宅で保管されていたものである。件数は 22 件で、対象年代は上限が延享 1






252 石 4 斗余、田畑 27 町余（田 25 町余、畑 2町余）であった。後に南側に中堤新田ができた。この
新田は 8石余で、田畑 9反余（田 1反余、畑 8反余）。他に「申起返」があり、これは鎌倉新田との
境の堤を、「縁（ヘリ）新田」は堤の地先を開墾したものである。さらに、文化 4年（1807）に、東
を流れる筏川の鎌倉新田・松名新田の堤防沿い砂洲 1町 4 反程が開墾され「島名新田」と呼ばれた。
人家は堤防沿いに並び、文化年間の戸数は 16、人口は 90 人。












4町ほどの大村で、寛文年間には人家 41 軒、人口は 140 人程であった。「寛文村々覚書」によれば、
平嶋新田（同巳新田、同酉新田も含む）は本高 390 石 9 斗 2 升余 9 升余（田 25 町 3 反余、畑 6 町 8
反余で計 32 町 2 反余）と慶安 3年（1650）開発の小具足新田高 23 石 8 斗余（田 2町余、畑 2反余、
計田畑 2町 2反余）から構成される。のちさらに新田開発が進み、元禄 9年（1696）前新田高 66 石 3
斗余、延享3年（1746）寅新田高19石6斗余、宝暦9年（1759）卯新田高1石2斗余、明和4年（1767）
甲新田高 7 石 7 斗余、寛政 7 年（1795）後卯新田（高 6 石 4 斗余）、明和 4 年（1767）甲新田（高 7
石 7斗余）、寛政 7年（1795）後卯新田（高 6石 4斗余）、文化 6年（1809）川山新田（高 6石 3斗 8升）、
以上田畑 5反 3畝余。以上合計 460 石、田畑合計 42 町が順次開墾された（「尾張徇行記」）。
　本文書群は件数は 204 件、対象年代は、上限が慶安 1年（1648）11 月 14 日、下限が明治 2年（1869）
11 月である。一部欠年も見られるが、よく残っており、当新田の年貢率の推移や災害状況などを理解















　本文書群件数は 15 件、対象年代は上限が元禄 4年（1691）正月、下限が正徳 5年（1715）である。
尾張国愛知郡や知多郡、春日井郡、海西郡、海東郡、中嶋郡、丹羽郡、美濃国賀茂郡といった尾張藩
領内の村よりの出生届が大半を占めるが、旗本水野家の知行地である三河国碧海郡小針村（寛文 4年



















『弥富町誌』村絵図編（1990 年 7 月刊）に収録される。
出 版 物












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































介様御家来渡辺関三郎殿・渡辺宗六」とする記載が安政 6年（1859）5 月等に見られ、明治 22 年（1889）
















のが大半である。なお、同村は安政 6年（1859）6 月、東西 2つの組に分村しており、これに伴い庄
屋機能に大きな変化が見られる（『新編立田村史』通史編 118 頁参照）。渡辺家文書には安政 6年以前
の村全体に関わる庄屋文書が存在するが、安政 6年以降、その多くは西組の庄屋文書となる。名古屋















年）、用係（明治 9・10 年）、葛木村戸長（明治 14 年）、葛木村外六ヶ村戸長（明治 19 年）などを勤
めており、これらの公職に関連する文書である。なお、葛木村は明治 5年大区小区制のもとでは大 6
区 16 小区に属した。この段階における役職は不明である。明治 9年大小区制が廃止となり区制が敷
かれるが、この時期は用係職を勤めた。会所は神守村に置かれた。明治 11 年 7 月郡区町村制が導入
されると、葛木村は町野村・塩田村・二老村・後江村・戸倉村・松山中島村とともに第 37 組に属した。
役場は葛木村に置かれた。不明点も多く役職を基準とした編成は不可能と考えられたため、関係の文
書は、貢租・村費・教育の柱のもとに編成した。点数は 6点、年次は明治 7年から 11 年である。
　3.家に関する文書は 3.1. 地主経営、3.2. 講金に分かれる。3.1. 地主経営は、文化 6年（1809）から明

































記 述 日　　2010 年 12 月 10 日（担当大友一雄）
－183－































































御城米川出シ覚帳(初納) 壬申12月5日 横長半･1冊<5丁> 18
御城米川出シ覚帳　(喜兵衛扣)→(庄屋衆中様) 申12月 横長半･1冊<7丁> 17
1.4.諸掛
綿布御役銀割賦帳(写)　庄屋所 天保9年戌10月 横長半･1冊<7丁> 41
葛木村渡辺家文書　1.葛木村庄屋/1.土地
－184－ －185－
御年具米代金并諸懸物取集帳　葛木村西組 万延1年庚申12月 横長半･1冊<5丁> 47
宗門改メ雑用共割符帳 万延1年申ノ12月 横長半･1冊<4丁> 74
金銀銭出入請払帳(船手･郷割･出作等)　(葛木村)西組 万延1年庚申12月 横長半･1冊<10丁> 75
申年献金残取立帳　(葛木村)西組 文久2年戌6月 横長半･1冊<14丁> 64




三役未納并六月伝馬割賦帳 元治2年丑７月 横長半･1冊<7丁> 48



































午年杁伏替弁金割符帳(葛木村) 安政7年申11月 横長半･1冊<9丁> 65
井桁囲諸色人足覚帳　西組台所 万延1年申12月 横長半･1冊<10丁> 29
1.7.村入用

























御拝借米割符帳写(葛木村) 文久2年戌11月改 横長半･1冊<13丁> 60
2.葛木村公職
2.1.貢租
亥貢租両組引訳帳(西組･東組年貢引訳) 明治9年子1月6日 横長半･1冊<4丁> 58
2.2.村費
地券人足覚帳 明治8年亥8月12日 横長半･1冊<4丁> 15























畑方五番細間帳(葛木村分)　喜(喜兵衛)扣 天保14年卯3月21日 横半半･1冊<23丁> 21
生地細間帳(弐番)　喜(喜兵衛)扣 天保14年卯 横半半･1冊<46丁> 33
細間帳(渡辺家分)　渡辺信智(花押) 明治3年庚午12月 横半半･1冊<51丁> 32
3.1.2.地価


















































ほしか売買帳･萬覚帳　葛木村渡辺勝治､二老村甚蔵 文政12年丑11月19日 横長半･1冊<4丁墨> 16
3.2.講金
















































































　同家が組頭を務めた甚目寺村は、「尾張徇行記」によれば、高 1563 石 7 斗 5 升 5 合、田方 48 町 3







　1.甚目寺村組頭は文書件数 67 件、1.1. 陣屋詰賄、1.2. 領主（1. 給地高、2. 上納金）、1.3. 諸掛（1. 夫銀、
2. 伝馬銀、3. 割付勘定、4. 綿布銀、5. その他）、1.4. 土地（1. 持高、2. 地割）、1.5. 年貢、1.6. 村政に関




　1.2. 領主は文書件数 5件、年次は慶応 4年のものである。相給による百姓持高を把握するための惣
給知高帳や藩調達金に関する文書からなる。
　1.3. 諸掛は件数 26 件、年次は慶応 2年（1866）～明治 4年（1872）に集中する。藩への 1. 夫銀、2. 伝
馬銀、3. 割付勘定、4. 綿布銀の取り集めに関する文書である。
－190－ －191－
　1.4. 土地は件数 12 件、年次は慶応 3年～明治 3年である。1.4.1. 持高、1.4.2. 地割からなるが、とく
に割地関係文書がまとまってみられる。同村の割地制度については、『甚目寺町史』を参照されたい。
　1.5. 年貢は件数 5件、年次は慶応 2年～明治 2年である。検見の案内や取集帳からなる。
　1.6. 村政は件数 15 件、年次は慶応 1年～明治 3年であり、村入用などに関する文書などがある。
　2.家に関する文書は 2.1. 普請、2.2. 年貢、2.3. 金銭受取、2.4. 地主（掟米・手作）に分かれる。全体
の文書件数は 12 件、対象年次は元治 1年から明治 13 年である。普請は明治 3年のものが 1点、年貢
は元治 1年（1864）～明治 3年にいたる吉川家の年貢収納に関わる物成通帳 1冊、金銭受取も 1点と
現存する分量は少ない。地主は御年貢寄帳、田畑掟手作覚帳、田畑掟年貢帳など地主・手作に関する
帳簿であり、慶応 3年から明治 13 年まで 9冊が現存する。
吉川家文書の整理方針


















記 述 日　　2010 年 12 月 10 日（担当大友一雄）
－190－ －191－
文政年間甚目寺村村高・給人一覧
















































































































慶応4年辰9月20日 横長半･1冊<4丁墨>  7
夫賃銀寄帳(惣給知高)　(甚目寺村)立合庄屋･与頭･頭百
姓
慶応4年辰9月20日 横長半･1冊<5丁墨>  9
夫賃銀割符帳(新田分)　(甚目寺村)立合与頭･頭百姓 慶応4歳辰9月20日 横長半･1冊<2丁墨>  8



















































































































































































































































































































　なお、12 代豊以後、本家は断絶したわけではなく、13 代光雄、14 代敏也、15 代祐と続き、現在に至っ
















　本文書群の件数は 51 件、対象年代は、上限が明治 19 年（1886）、下限が明治 38 年（1905）である。
















　本文書群の件数は 23 件。対象年代は、上限が安永 9年（1780）、下限が明治 24 年（1891）である。
















　本文書群の件数は 191 点、対象年代は寛政 7年（1795）～大正 13 年（1924）である。内容に応じ、























既に鈴木家文書とともに一括されていたものであろう。件数は 51 件、対象年代は、上限が明治 8年























　『犬山市史』（文化財・民俗編）（1985 年、犬山市）31 ～ 39 頁に鈴木豊（12 代、玄道）、鈴木文拙、
鈴木祐三、鈴木敏也、市橋鐸麿（鈴木光雄の次男）の事蹟が紹介されているので、参照されたい。




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(御目見願等につき書状) (近世)8月24日 横切継紙･1通 48-30
(台所入用増費等内密報告書) (近世)5日 小切紙･1通 48-32
(成瀬家給人別書上) (近世) 切紙･1通 135



















































鈴木文拙分担(13名書上) (明治) 横切紙･1通 129




















































































(愛親会発会祝詞) (明治) 竪紙･1通 47-7



















(副会長並びに委員選挙投票用紙) (明治) 小切紙･44枚一綴 128





























(牛乳の効能の説明書､草案) (明治) 竪紙･1通 77








(小嶋弥五右衛門の膈噎の病状につき書状) 4月21日 小切紙･1通 48-46













































(孫子様死去につき悔状)　母より→おやう殿江 7月 小切紙･1通 48-45


































































退鬼堂不録諸記 文久2年壬戌9月 横長半･1冊<34丁> 16







香奠帳 明治26年6月29日 横長半･1冊<5丁> 21
寺帳(承教院送葬)　*一部鉛筆書 明治26年7月1日 横長半･1冊<5丁> 20










































































































































































記(箱代52銭等〆69銭2厘勘定書)　森典次郎→鈴木様 旧2月9日 小切紙･1通 161
覚(色紙代金等勘定書)　となり惣助→川田直弥様 3月8日 横切継紙･1通 159
おほへ(すそ代金等〆4匁1分5厘につき)　小屋→川島様 3月8日 小切紙･1通 182
記(硝子2枚代金10銭受取書)　大丸や→スズキ様 3月25日 小切紙･1通 162
犬山鈴木家文書　5.鈴木家/2.地主
－214－ －215－
































































借用□(申)金子之事(1両)　杉山玄□(印) 巳12月 竪紙･1通/(虫損大) 45-9
犬山鈴木家文書　5.鈴木家/4.家計
－214－ －215－















(山本氏賛)　鈴木文拙謹撰 明治26年2月18日 横切紙･1通 117






















































犬山神社祭典次第 (明治) 横折紙･1通 174
















(不調方の申上方の詫び等につき書状) 2月2日 横切継紙･1通 48-40
(衣類の生地につき書状)　守文→(鈴木)玄察様 3月7日 横切紙･1通 48-14
















(主家助成の件につき書状)　(鈴木)玄察→桐園先生 11月朔日 横切紙･1通 48-23




































覚(早封状送付引受状)　(小嶋権兵衛)→鈴木文拙様 申9月20日 小切紙･1通 156
覚(早便送付引受状)　三条通町江戸定飛脚江戸屋新三郎
(印)→柾(大)久保慎三様
(酉)8月14日 小切紙･1通/(№30
畳込一括)
30-3
覚(早便送付引受状)　三条通町江戸定飛脚江戸屋新三郎
(印)→大久保慎三様
酉8月17日 小切紙･1通/(№30
畳込一括)
30-2
覚(正六送付引受状)　三条通町江戸定飛脚江戸屋新三郎
(印)→大久保慎三様
(酉)8月22日 小切紙･1通/(№30
畳込一括)
30-4
覚(封状送付引受状)　*印文｢京都会所｣　尾州御飛脚所井
野口屋半左衛門(印)→大久保慎三様
酉8月29日 小切紙･1通/(№30
畳込一括)
30-1
(綿十代金受取書) 9月2日 小切紙･1通/(№30
畳込一括)
30-5
6.混入文書
6.1.三河国碧海郡関係
地所調人帳(三河国碧海郡小望村)　小望村 明治8年4月 横半半折･1冊<5丁
墨>
3
用土地引絵図(下書､五小区小望村､表紙朱書｢亥十二
月八日納帳｣)　五小区小望村
明治8年乙亥11月 半･1冊<15丁> 52
(丹羽郡学伝村内の金銭紛失訴訟につき裁判記録) (明治11年～明治22年) 半･1冊<6丁>/(黒
色罫紙)/(一部破
損)
54
始末書(出火の件につき)　右(三河国碧海郡宇頭)村中根
春吉(拇印墨消)→愛知県令安場保和殿/(奥印)右村(三河
国碧海郡宇頭村)志水久孝(印)
明治12年7月10日 半･1冊<2丁>/(青
色罫紙)
70
始末書(出火の件につき､下書)　*№70の下書　右(三河
国)中根春吉
(明治12年7月10日) 半･1冊<2丁>/(青
色罫紙)
71
共有公債委員届(起業金共同委員交代につき)　愛知県
碧海郡起業金共同委員同郡矢作村中根幸七･右総代同県同
郡安城村保証人鈴木元八･右惣代同県同郡筒針村保証人富
永藤造→愛知県知事勝間田稔殿
明治19年8月25日 半･1冊<23丁>/(青
色罫紙)
57
(弊村薬師如来入仏執行のため投餅等開催につき来参
願)　東別所村書役米沢(印)→宇頭村書役御中
(明治19年)11月6日 竪紙･1通/(青色罫
紙)/(包紙入)
116
犬山鈴木家文書　5.鈴木家/8.交際
－218－ －219－
記(水カン代金等〆20円35銭受取書)　名古屋古渡町小
沢鍬次郎(印文｢名古屋本町通り小沢鍬治郎｣)→宇頭村井
ノ上太吉様
明治20年6月25日 竪紙･1通/(青色罫
紙)
189
呉服太物通　美濃屋忠兵衛→鈴木文拙様 明治21戊子年 横美半折･1冊<14
丁>
34
本堂再建寄帳(大字小望､同内容2枚一括) 明治23年 竪紙･1通/(表紙の
み)
59
本堂再建寄帳(大字小望) 明治23年 竪紙･1通/(一部欠)
/(表紙のみ)
63
字協議費割立帳　*紙背は明治32年御田扇祭役割帳に使用
　志貴村大字宇頭
明治31年12月 竪紙･1通/(青色罫
紙)/(帳外れ6枚)/
(反故紙使用)
73
(小望村壱人別田畑反別帳) (明治) 半･1冊<15丁>/(前
欠)/(綴紐一部欠)
50
(楽田村下舞台壱人別田畑反別帳) (明治) 半･1冊<15丁>/(前
欠･後欠)/(帳外れ
･綴紐欠)
53
(明治用水関係地目変換･開墾地地価査定帳､字宇頭)
　明治用水年期地々主同盟会
大正12年5月 半･1冊<4丁>/(｢明
治用水年期地々主
同盟会｣罫紙)/(活
版)
68
(総計金201円50銭勘定書)　中郷村大字小望信徒惣代平
岩五郎兵衛･同村大字同信徒惣代原田豊助･中郷村大字葉
子檀家惣代平岩半三
竪切紙･1通/(青色
罫紙)/(前欠･後
欠)
62
(愛知県碧海郡宇頭村薬師堂明細書)　古薬師堂看主杉
本妙光･教会衆総代神谷竹四郎･谷川菊蔵外1名
半･1冊<2丁墨>/
(青色罫紙)
56
(碧海郡宇頭村内道法) 半･1冊<4丁>/(青
色罫紙)
69
記(水カン等保証書)　名古屋古渡町小沢鍬二郎(印)→宇
頭村井ノ上太吉様･神谷藤十様
竪紙･1通/(青色罫
紙)
170
移転地変更願(愛知県三河国碧海郡中郷村大字小望真
宗高田派寳乗寺､下書､白紙2枚付)
竪紙･1通/(青色罫
紙)/(№58～68ま
で折込一括)
58
本堂新築請負追約定証券(宝乗寺本堂､下書カ)　→碧
海郡中郷村大字小望宝乗寺世話方御中
竪切紙･1通/(青色
罫紙)
60
6.2.増徴地租小票
(地積一筆限増徴地租小票一括　近藤林分､字長者屋
敷内宅地他)
(明治18年他) 小紙･2点一括 2-1
(地積一筆限増徴地租小票綴　稲垣とき分､字瓢箪の
畑地他)
(明治19年7月他) 小紙･7点一綴 2-2
(地積一筆限増徴地租小票綴　柴田藤治郎分､字東名
古屋の田地他)
(明治31年) 小紙･13点一綴 2-3
(地積一筆限増徴地租小票綴　井口達治郎分､字井上
の田地他)
(明治31年) 小紙･20点一綴/(綴
紐脱)
2-4
(地積一筆限増徴地租小票綴　足立新吉分､字新畑の
畑地他)
(明治31年) 小紙･10点一綴 2-5
(地積一筆限増徴地租小票綴　神谷増右衛門分､字長
者敷の山林他)
(明治31年) 小紙･37点一綴 2-6
(地積一筆限増徴地租小票一括　神谷増右衛門分､字
狐田の他)
(明治31年) 小紙･86点一綴/(綴
紐脱)/(本来は紙
縒一括)
2-7
(地積一筆限増徴地租小票一括　永井徳治郎分､字向
山の他)
(明治31年) 小紙･205点一括 2-8
(地積一筆限増徴地租小票綴　井上小右ヱ門分､字青
木の他)
(明治31年) 小紙･15点一括/(綴
紐脱)
2-9
犬山鈴木家文書　6.混入文書/1.三河国碧海郡関係
－218－ －219－
(地積一筆限増徴地租小票一括　神谷栄吉分､字池下
の他)
(明治31年) 小紙･15点一括 2-10
(地積一筆限増徴地租小票綴　石原かね分､字北裏の
他)
(明治31年) 小紙･9点一括 2-11
(地積一筆限増徴地租小票綴　谷川栄蔵分､字唐桶の
田地他)
(明治31年) 小紙･7点一括 2-12
(地積一筆限増徴地租小票一括　足立新吉鯛治郎･石
原菊蔵分､字東山の林地他)
(明治31年) 小紙･15点一括 2-13
(地積一筆限増徴地租小票綴　井上龍三郎分､字山神
の畑地他)
(明治31年) 小紙･3点一綴 2-14
(地積一筆限増徴地租小票一括　井上元右ヱ門分､字
出口の宅地他)
(明治31年) 小紙･5点一括 2-15
(地積一筆限増徴地租小票綴　水越菊四郎分､字池下
の田地他)
(明治31年) 小紙･27点一綴/(綴
紐脱)
2-16
(地積一筆限増徴地租小票綴　永井浅次郎分､字池下
の田地他)
(明治31年) 小紙･9点一綴 2-17
(地積一筆限増徴地租小票綴　神谷竹四郎分､字池下
の田地他)
(明治31年) 小紙･35点一綴 2-18
(地積一筆限増徴地租小票綴　長坂たか分､字北裏の
藪地他)
(明治31年) 小紙･11点一綴/(一
部下部欠損)
2-19
(地積一筆限増徴地租小票綴　字北家下の田地他) (明治31年) 小紙･9点一綴/(下
部欠損)
2-20
(地積一筆限増徴地租小票綴　中根松弘分､字新畑の
田地他)
(明治31年) 小紙･11点一括 2-21
(地積一筆限増徴地租小票　井上清右ヱ門分､字出口
の宅地)
(明治31年) 小紙･1枚/(綴紐
付)
2-22
(地積一筆限増徴地租小票綴　井上元右ヱ門分､字黒
田の田地)
(明治31年) 小紙･17点一括 2-23
(地積一筆限増徴地租小票一括　足立与吉分､字山ノ
神の畑地他)
(明治31年) 小紙･73点一括 2-24
(地積一筆限増徴地租小票綴　神谷関治郎分､字瓢丹
の畑地他)
(明治31年) 小紙･33点一綴 2-25
(地積一筆限増徴地租小票綴　永井徳治郎分､字荒子
の畑地他)
(明治31年) 小紙･13点一綴/(一
部上部欠損)
2-26
(地積一筆限増徴地租小票綴　永井徳治郎分他､字瓢
丹の畑地他)
(明治31年) 小紙･13点一綴 191
(地積一筆限増徴地租小票綴　石原教五郎分他､字北
家下の田地他)
(明治31年) 小紙･23点一綴 192
6.3.諸記録
おほへ(惣〆代1貫464文受取書)　(志水杉出町)八屋喜蔵
→菅生様御屋敷
5月8日 小切紙･1通 168
(吉野藤四郎他田畑屋敷面積･地価書上) 横長半･1冊<2丁>/
(前欠･後欠)/(帳
外れ)
120
記(預金差引勘定)　伊藤等次郎殿 横折紙･1通 152
犬山鈴木家文書　6.混入文書/2.増徴地租小票
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